
食事療法
知識・知恵
―

進行度で変わるCKDの食事療法［おもて］

慢性腎臓病（CKD）のステージが進むにつれて、適切な食事が変わります。

進行度で変わる食事療法

バランスの取れた健康
食※が基本です。血糖
管理にもつながります。

腎臓が弱ると、
たんぱく質や塩
分を減らす必要
が出てきます。

腎臓がさらに弱ると、たんぱく
質摂取量を減らす分だけエネル
ギー（カロリー）を脂質や炭水
化物から摂ることで調整します。

老廃物などを透析で除去で
きるため、制限が緩和され
るものもあれば、新たに制
限が加わるものもあります。

例えば...

減塩

たんぱく質（リン）管理

エネルギー（カロリー）不足補正

カリウム管理

CKD ステージ1 5

糖尿病から慢性腎臓病になって、透析をするように
なった場合の食事療法の変化の　　　　 イメージ

一般および糖尿病
高血圧や腎症と診断されていない

慢性腎臓病（CKD） 血液透析をしている

※栄養バランスが良く、個人の健康状態
や目的に合った食事

この図はあくまでも
イメージだよ。
食事内容は個人個人の状態を
細かく見て専門家が考えるんだ。

これらと、普段どんな食事を摂っているかなども
考慮して、どんな管理をするか決めるんだよ。

身長・体重（体重歴やむくみ、栄養状態など）
検査結果（血液検査、血圧、腎臓の機能）
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進行度で変わるCKDの食事療法［うら］

注1）エネルギーや栄養素は、適正な量を設定するために、合併する疾患（糖尿病、肥満など）のガイドラインなどを参照して病態に応じて調整する。性別、
年齢、身体活動度などにより異なる。　注2）体重は基本的に標準体重（BMI＝22）を用いる。

腎臓の機能を折れ線グラフで記録して、自分の現在地を見てみましょう。

慢性腎臓病（CKD）のステージによる食事療法基準

eGFR（mL/分/1.73m2）
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ステージ1（GFR≧90）

ステージ2（GFR 60～89）

ステージ3a（GFR 45～59）

ステージ3b（GFR 30～44）

ステージ4（GFR 15～29）

ステージ5（GFR<15）

（慢性腎臓病に対する食事療法基準2014 年版一部改変）
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